
事務局長東区社保協ニュースNo．3　　　　　　2007年7月20日　　　　　　　　発行責任者

札
幌
廉
社
保
協

住
民
税
の
負
担
増
の
通
知
が

さ
れ
た
6
月
2
8
日
の
国
保
・

介
護
1
1
0
番
は
東
区
で
は
、

生
停
会
の
高
田
会
長
、
松
崎
事

務
局
長
、
会
員

の
3
名
で
定
例

の
宣
伝
行
動
で

1
0
0
枚
の
チ

ラ
シ
を
配
布
し

た
後
、
区
民
セ

ン
タ
ー
で
相
談

を
受
付
け
ま
し

た
。
当
日
は
、

1
9
名
が
相
談

に
訪
れ
　
「
聞
き

取
り
調
査
」
「
区

の
担
当
者
と
の

交
渉
」
　
な
ど
参

加
さ
れ
た
ス

タ
ッ
フ
総
出
で

対
応
し
ま
し

た
。以

下
に
具
体

的
な
3
つ
の
事

例
を
解
介
し
ま

す
。
7
月
2
6

日
の
1
1
0
番

に
も
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
顔

い
し
ま
す
。

19年国鳥料：刃2．㈹円　妻知歳、
子23ま店長として働く閂薫昨日売上
I封億円あるがフラ榊げ料と借入金6知
万が終了するまで売上は本番へ毎日納
入。月2丁万の生活費が振り込まれる。
会計士と相談して有限会社にする。
国保料ま孔○00円づつ支払い分納する。
9月になったら、再度相談する。

子37歳手伝い、子請勤●小
1呼声保科：1吼㈱円：売上は昨年と
変わらない。夫力頃合が悪く娘が手伝
う。収入は事薫l；蛛字。年金がヰ蠍で
朝方。子の正イ‖了丁万円あり。
世帯分iを検討。未年減免すると4～
5万円になる見込みなので月4000円支
払う国保分納とする。

夫の事兼所得：2，7礼321円
年金：糾6，粥2円

19年度国民保険料：394．300円
19年度介護保険料：丁5．8糾円＋軋現円
住民税　　　：1乳丁00円
1昨度は仕事があったが今年は月10日
しかないじん鰊で男腹しているが国保料
が払えない。月的00円づつ11回支払う。

◆綴金が1がって鳩が苦しい
◆I棚や介歳酬すぎ
て払えない

◆H搬の賛鞘i明讃のた鵬
へ行けない

◆医療サの支払いが人安
◆鍍字軸を受けたい
◆くらしが人愛で聖経伴凄の朝
顔をしたい

北
九
州
で
男
性
孤
独
死

北
九
州
で
今
年
四
月
に
生
活

保
護
を
打
ち
切
ら
れ
孤
独
死
し

て
い
た
事
例
が
十
一
日
ま
た
、

報
道
さ
れ
ま
し
た
。

東区110榊
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ヨヒ青眼主商工会
7　58－0371

中央病陸紬果
7　8　2－4660
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六
月
十
五
日
は
年
金
者
組
合

と
札
幌
社
協
の
一
斉
宣
伝
行
動

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
東
区

で
は
区
役
所
前
で
勤
医
労
の
宣

伝
カ
ー
を
か
り
て
1
7
名
の
参

加
で
宣
伝
・
署
名
行
動
を
行
い

ま
し
た
。
年
金
者
組
合
、
宮
川

市
会
議
員
の
、
社
保
協
代
表
の

3
名
が
マ
イ
ク
を
に
ぎ
り
次
々

と
訴
え
る
と
、
年
金
署
名
に
応

じ
る
方
、
消
え
た
年
金
問
題
に

つ
い
て
、
増
税
に
つ
い
て
話
か

く
て
来
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
署
名
も
7
3
筆
集
ま
り

ま
し
た
。
警
察
へ
の
　
「
宣
伝
の

音
が
う
る
さ
い
」
　
と
の
苦
情
も

有
り
ミ
ニ
パ
ト
カ
ー
が
来
て
警

察
と
対
応
す
る
場
面
も
あ
り
ま

し
た
。

l副菜科の通知書が届きました区役所に軋昨年を上回る2万4千噂もの問合せが‥。
6月28日の国保・介護110番には85人の相談が寄せられていま・れ負担増の原
因や内容について北海道生活と健康を守る会連合会の佐藤宏和事務局長に報告を
していただきます1

昨
年
の
8
月
の
定
期
線
会
を

行
っ
て
か
ら
規
約
に
基
づ
て
月

l
回
の
運
営
員
会
を
基
本
的
に

開
催
を
し
て
来
ま
し
た
。
　
こ

の
間
の
、
活
動
の
ま
と
め
と
医

療
・
福
祉
・
介
護
な
ど
様
々
な

分
野
で
「
格
差
」
　
の
拡
大
と
社

会
の
貧
困
の
拡
大
が
進
ん
で
い

ま
す
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
生
活
保
護
基
準
の
切

り
下
げ
や
就
労
指
導
な
ど
も
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
・

教
育
基
本
法
改
悪
に
反
対
し
生

存
権
を
守
る
運
動
が
今
ほ
ど
求

め
ら
れ
て
い
る
時
は
あ
り
ま
せ

ん
。
2
0
年
前
札
幌
で
母
親
餓

死
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
北
九

州
や
函
館
で
同
じ
よ
う
な
事
が

ま
た
、
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

住
民
負
担
は
、
3
年
連
続
で

押
し
寄
せ
て
い
ま
す
。
札
幌
社

保
協
、
北
海
道
社
保
協
に
結
集

を
し
て
こ
れ
か
ら
の
地
域
で
の

社
会
保
障
改
善
の
運
動
を
進
め

る
た
め
の
東
区
社
保
協
の
組
織

強
化
の
給
会
を
8
月
3
1
日

（
金
）
学
習
会
と
合
わ
せ
て
開
催

し
ま
す
の
で
多
く
の
方
の
参
加

を
お
磨
い
し
ま
す
。

7月敵・憎110手

7月26日（剤9時30分
一所：ま区区民センター

ー棚眼拘脚こ相談します－
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感
噌
濁
感
撥
感
葡
萄
感
慨
静
穏
劇
毒
穏
僻
覇
哲
密
暦
感

ど
う
し
て

こ
ん
な
に

負
担
が
た

ん
が
増
え

た
の
で
し

よ
ス
ノ
？

国
が
住

民
税
を
納

め
る
人
が

少
な
す
ぎ

る
」
　
「
三

位
一
体
改

革
、
税
源

移
譲
」
　
な

ど
と
い
っ

て
0
5
年
か

ら
高
齢
者

い
じ
め
と

し
て
庶
民

へ
の
負
担

押
し
付
け

を
し
て
き

た
か
ら
で

今
年
　
で

す
。

3
年
連
続

の
高
額
所

得
者
や
大

企
業
を
便

通
し
た
逆

立
ち
税
制

が
問
題
で

す
。

草子韓昌読㌫・－i壷㌫撮
①
扶
養
家
族
で
も
7

5
歳
に

な
．
る
と
保
険
料
負
担

②
都
道
府
県
に
よ
っ
て
華
っ
保
険
料

北
雷
は
八
万
五
千
円
と
高
い

③
保
険
料
は
年
金
天
引
き
に

④
滞
納
者
に
は
保
険
証

の
取
り
上
げ
も

⑤
上
が
り
続
け
る
保
険
料

二
年
毎
の
見
直
し

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運

営
財
涼
は
、
「
医
療
費
の
患
者

負
担
分
」
　
に
加
え
て
「
後
期
高

齢
者
の
保
険
料
1
割
、
他
の
医

療
保
険
か
ら
の
支
援
金
4
割
、

公
費
負
担
　
（
国
4
割
、
都
道
府

県
・
市
町
村
1
割
）
。
　
他
の

医
療
保
険
か
ら
の
支
壊
金
は
、

現
役
世
代
の
給
与
明
細
に
「
特

定
保
険
料
」
と
し
て
明
記
し
世

代
間
の
対
立
と
分
断
を
狙
っ
て

い
る
。

⑥
”
別
建
て
”
で
差
別
医
療

検
査
や
治
療
に
対
す
る
保
健

か
ら
医
療
機
関
へ
の
支
払
額

は
、
厚
生
労
働
省
が
定
め
る
診

療
報
酬
で
決
ま
り
ま
す
。
「
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
」
　
で
は
7
4

歳
以
下
の
人
と
別
建
て
に
な
り

こ
れ
か
ら
秋
に
か
け
て
具
体
的

に
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
同
じ
検

査
や
治
療
を
し
て
も
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
る
金
額
を
変
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
年
齢
に
よ
る

差
別
医
療
で
す
。

昨
年
の
6
月
に
自
民
・
公
明

の
賛
成
で
成
立
し
た
「
医
療
改

悪
法
」
　
の
中
に
7
0
歳
か
ら
7
4
歳

の
患
者
負
担
2
割
に
引
き
上
げ

た
り
す
る
な
ど
の
ほ
か
に
7
5
歳

以
上
の
高
齢
に
も
保
険
料
が
徴

収
さ
れ
る
　
「
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
」
　
と
は
・
・
・
・

壌 月 ＿
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棚藩札甜合が集綱で尭ぬた＃
換精華により算定した擾験群を納付す各

’桝■織鵬ヤ団が寿してい岳も研す・　　　　　　　．




